
県土のエリアに即した取組 
※ 写真やイラストは仮のイメージ 

山麓の里山エリア 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
    

生物多様性の保全を含めた農業の有する多面的機能と、それを支える農林業の営みを維持するた

め、里地里山の保全等の促進や地域における農地等保全の共同活動への支援、野生鳥獣との棲み分

けに向けた対策などを進めます。 

  

  
 

 里地里山条例に基づき、地域住民等による保全等の活動を支援するとともに、里地里山に

ふれあう機会の提供等を行い、里地里山の多面的機能※の発揮と次の世代への継承を図ります。 
 

 生物多様性の保全を含めた農業の有する多面的機能を十分に発揮させるため、地域におけ

る農地、農業用施設等の保全のための共同活動への支援や、環境保全型農業を推進します。 
 

  人と野生鳥獣の棲み分けを図るため、地域が主体となって行う鳥獣の捕獲や防護柵の設置、

藪刈り等の集落環境整備などを組み合わせた鳥獣被害対策を支援します。 
 

 市町村や森林所有者等による森林整備への支援、県立自然公園の施設整備、里山の自然環

境を生かした都市公園の整備・運営などを進めます。 
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          取り組み例 

        ○：県の取組み 

        ●：市の取組み 

 

 

大磯丘陵 

丹沢山麓南部 

箱根山麓 

丹沢山麓北東部 

津久井・城山 
（取組の紹介） 

取組の方向性

 
野生鳥獣との 

棲み分け  
整備された 

森林 
 

持続可能な 

農業  
里地里山にふれ

あう機会の提供 

環境と調和のとれた持続的な農業生産 → 里山・農地生態系の保全 

（取組の紹介） 

（取組の紹介） 

別添２ 



 

 

＜里地里山の保全等の促進＞ 

里地里山の有する多面的な機能を発揮し、次の世代へ継承するため、里地里山保全等地域の

選定や、保全活動を行う団体への支援を行い、里地里山の保全、再生及び活用を促進します。 

また、里地里山の保全等に取り組む団体と企業、大学等との連携強化を促進するとともに、

都市住民等の里地里山の保全等への参加や県民理解を促進します。 

 

＜農業の有する多面的機能の発揮の促進＞ 

農業の有する多面的機能の発揮を図るため、地域ぐるみで行う農地や農業用水、農道等の適

切な維持・保全活動や、山あいの条件が不利な地域等における農業生産活動への支援を行いま

す。 

また、堆肥を使用した土づくり等を通じて化学合成農薬や化学肥料の使用を減らし、環境へ

の負荷を軽減した環境保全型農業を推進します。 

 

＜野生鳥獣との棲み分け＞ 

農業被害や生活被害、人身被害など野生鳥獣との軋轢を軽減していくため、ニホンジカとニ

ホンザルの管理を含めて、地域が主体となって取り組む鳥獣の捕獲や追い払い、防護柵の設置、

藪の刈り払い等の対策を支援します。 

また、特定外来生物に指定されているアライグマについて、農業被害等の防止や生態系への

影響の軽減を図るため、「アライグマ防除実施計画」に基づき市町村と連携して捕獲などの対策

に取り組みます。 

 

＜地域特性に応じた森林整備・自然公園の施設整備・都市公園の整備の推進＞ 

市町村を主体とする水源林の確保・整備や森林所有者等が行う森林整備への支援などを行う

とともに、県立陣馬相模湖自然公園の施設整備と維持管理を行います。 

また、山麓の里山の自然を生かした(仮称)山北つぶらの公園などの都市公園の整備や管理運

営を行います。 

 

 

   地域の取組紹介 

 

○ 秦野市では、～ 

 

 

○ 厚木市では～ 

 

 

 

 

 

 

主な取組

県の取組みだけでなく、市町村や団体等ほかの主体

が実施している取組についても紹介する。 

※書き方は、静岡県の地域戦略「ふじのくに生物多

様性地域戦略」を参考とする。 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

比較用：現行計画から抜粋（P20） 

参考：静岡県の地域戦略から抜粋（地域別個別計画のページ） 

地域の取組紹介 


